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公益財団法人

法人会は税のオピニオンリーダーとして国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体です

老舗の肖像　 
株式会社 赤福／株式会社 加賀屋

私の経営哲学̶第19回
仙台中法人会　株式会社 鐘崎

嘉藤 明美

全国大会鳥取大会
全国青年の集い岐阜大会

新春スペシャルインタビュー
日本障がい者スポーツ協会 常務理事 

髙橋秀文

謹
賀
新
年

◎上記商品の正式名称は次のとおりです。
　総合型V Rタイプ：大同生命の無配当年満期定期保険（無解約払戻金型）とAIG損保のベーシック傷害保険、
　総合型V Tタイプ：大同生命の無配当就業障がい保障保険（身体障がい者手帳連動・無解約払戻金型）
 もしくは無配当就業障がい保障保険（身体障がい者手帳連動型）とAIG損保のベーシック傷害保険、
　Jタイプ：無配当重大疾病保障保険（無解約払戻金型）、
　Mタイプ：無配当総合医療保険（保険料払込中無解約払戻金型）
◎ご検討・ご契約にあたっては、「設計書［契約概要］」「注意喚起情報」「ご契約のしおり」「約款」を必ずご覧ください。
◎記載は平成30年1月現在の内容です。将来変更となる可能性があります。 F-29-1003　（平成29年11月7日）

引受保険会社

本社 （大阪）〒550-0002
 大阪市西区江戸堀1丁目2番1号
 （東京）〒103-6031
 東京都中央区日本橋2丁目7番1号
 0120-789-501（通話料無料）
大同生命ホームページ https://www.daido-life.co.jp/

法人会会員のみなさまに

〈会社をお守りするトータル保障プラン〉

経営者大型総合保障制度
生命保険と損害保険の組み合わせにより、万一の場合はもちろん、
働けなくなった場合のリスクに備えるための各種制度商品をご用意しています。

〒105-8602 東京都港区虎ノ門4丁目3番20号
TEL 03-6848-8500
AIGホームページ http://www.aig.co.jp/sonpo

重大疾病による
長期離職の

リスクに対する保険

Jタイプ

お亡くなりになる
リスクに対する保険

総合型
Rタイプ

V

重度の身体障がい
状態による退職の
リスクに対する保険

総合型
Tタイプ

V

ケガ・病気による
一時的な離職の
リスクに対する保険

Mタイプ

今
後
と
も「
法
人
会
の
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
」の

普
及
推
進
を
通
じ
、会
員
企
業
の
持
続
的
な
発
展
を

し
っ
か
り
と
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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今年５月に平成から新しい元号に変わる。「平
和の達成」という願いが込められた時代を締めく
くる意味でも、歴代最長在職日数を視野に入れた
安倍首相による安定した政権運営が期待できるこ
とは歓迎すべきであろう。さらに言えば、歴史に
名を残す名宰相としてこれまで以上に大胆な政策、
思い切った改革によって山積する課題の解決に道
筋をつけ、新しい時代が前途ある幕開けを迎えら
れることを願う。
なかでもデフレ脱却と並んで重要な課題は財政
再建・社会保障改革である。10 月に予定される
消費税率引き上げはその一歩ということになるが、
一方で景気の回復が途切れるとデフレ脱却が遠の
くため増税による悪影響の緩和は不可欠だろう。
ただ、過度に歳出を増やせば財政健全化は遅れ、
増税の本来の目的である将来世代の負担軽減はか
なわない。そのバランスには細心の注意を払うべ

きである。また、消費税の軽減税率導入が予定さ
れているが、食料品と外食の区別など対象を巡る
混乱やシステム対応などの負担が懸念される。政
府に定義の明確化や負担軽減策の整備と周知を求
めると共に、我々事業者としても情報収集や支援
策の活用を含めた対応を進めたい。
事業の次世代への承継も重要な課題である。昨

年、事業承継税制が改正され、利用できる範囲が
拡大、条件も緩和され格段に使いやすくなった。
事業経営を取り巻く環境は、AI や IoT など IT
技術の加速度的な進化によって急速に複雑化して
いるが、こうした環境変化も相まって、本制度改
正は次世代への承継を促す契機となり、円滑に進
めるための有効なツールともなろう。
法人会では、今後も税制面を中心に事業環境の

変化に即した情報発信や提言を積極的に行い、新
時代を迎える日本を支えていきたい。

法人会は税のオピニオンリーダーとして

企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し

国と社会の繁栄に貢献する

経営者の団体である

法人会の理念

｜年｜頭｜寸｜言｜

「新しい時代を迎えるにあたって」
全国法人会総連合会長

小林栄三
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全法連ひろば全法連ひろば

鳥
取
市
で
法
人
会
全
国
大
会
を
開
催

第
35
回
法
人
会
全
国
大
会
が
、
昨
年
10
月

11
日
に
鳥
取
県
鳥
取
市
の
と
り
ぎ
ん
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
法
人
会
会
員
ら
約

１
６
０
０
名
が
参
加
し
た
。

大
会
第
１
部
の
記
念
講
演
で
は
、「
大
山

ど
り
の
軌
跡
～
35
歳
、
ど
ん
底
か
ら
の
挑
戦

～
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
大
山
ど
り
代

表
取
締
役
島
原
道
範
氏
が
講
演
を
行
い
、

30
名
の
一
般
市
民
も
聴
講
し
た
。

第
２
部
の
式
典
で
は
、
鳥
取
県
連
の
藤
本

英
興
会
長
の
開
会
の
辞
に
続
き
、
小
林
栄
三

全
法
連
会
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
「
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者
の
団
体

と
し
て
、
今
後
も
税
を
中
心
と
し
た
活
動
を

よ
り
積
極
的
に
展
開
し
、
広
く
社
会
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
法
人
会

の
活
動
に
対
し
、
一
層
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
、
国
税
庁
の
藤
井

健
志
長
官
、
鳥
取
県
の
平
井
伸
治
知
事
、
鳥

取
市
の
羽
場
恭
一
副
市
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

会
員
増
強
表
彰
等
の
表
彰
状
贈
呈
を
挟
ん

で
、
柳
田
道
康
税
制
委
員
長
が
「
平
成
31
年

度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
の
報
告
を
行

い
、
一
昨
年
の
「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」

に
お
け
る
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
直
方
法

人
会
青
年
部
会
の
藤
永
勝
已
直
前
部
会
長
が

事
例
発
表
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
利
根
忠
博
筆
頭
副
会
長
が
大
会

宣
言
を
読
み
上
げ
、
最
後
に
、
次
回
開
催
地

で
あ
る
三
重
県
連
の
宮
﨑
由
至
会
長
が
閉
会

の
辞
を
述
べ
た
。

次
回
の
全
国
大
会
は
、
10
月
３
日
に
三
重

県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」

岐
阜
大
会
開
催

第
32
回
「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」
岐

阜
大
会
が
、
11
月
９
日
、
岐
阜
県
岐
阜
市
の

長
良
川
国
際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、
全
国
の
青
年
部
会
員
約
２
５
０
０
名
が

参
加
し
た
。

中
村
一
朗
青
連
協
会
長
は
式
典
挨
拶
で
、

「
平
成
28
年
度
以
降
、
す
べ
て
の
単
位
会
青

年
部
会
で
租
税
教
育
活
動
が
実
施
さ
れ
、
全

国
の
好
事
例
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
活
動
の

質
向
上
を
図
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
全
国
の

青
年
部
会
員
に
一
層
の
協
力
を
求
め
た
。

大
会
式
典
は
、
加
藤
誠
大
会
会
長
の
開
会

の
言
葉
で
始
ま
り
、
小
林
栄
三
全
法
連
会
長

が
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
、
続
い
て

国
税
庁
山
崎
浩
二
徴
収
部
長
、
河
合
孝
憲

岐
阜
県
副
知
事
、
柴
橋
正
直
岐
阜
市
長
の
来

賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
各
種
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

笠
原
幸
治
実
行
委
員
長
か
ら
は
、【
未
来

を
切
り
開
く
先
駆
け
と
な
れ
～「
天
下
布
武
」

発
信
の
地

岐
阜
か
ら
～
】
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
、
最
後
に
次
回
開
催

予
定
地
で
あ
る
大
分
の
星
野
賢
一
大
会
会
長

に
大
会
旗
が
伝
達
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
女
優
で
国
連
開
発
計
画
親
善
大

使
、
岐
阜
県
図
書
館
名
誉
館
長
を
務
め
る
紺

野
美
沙
子
さ
ん
が
、「
今
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
～
未
来
の
た
め
に
～
」と
題
し
て
講
演
。

ま
た
、
式
典
当
日
の
午
前
中
に
開
催
さ
れ

た
「
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、【
財
政
健
全

化
の
た
め
の
健
康
経
営
推
進
】
を
テ
ー
マ
に
、

全
国
の
青
年
部
会
長
が
活
発
な
討
議
を
行
っ

た
。
前
日
の
「
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
全
国
の
局
連
代
表
12

法
人
会
か
ら
租
税
教
育
活
動
の
事
例
発
表
が

行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は
金
沢

法
人
会
（
石
川
）
の
【「
税
の
使
い
み
ち
総
選

挙
２
０
１
８
」
～
繋
が
る
租
税
活
動
】、
優
秀

賞
は
札
幌
中
法
人
会
（
北
海
道
）
の
【
租
税

教
育
の
世
代
間
伝
播
～
親
か
ら
子
へ
、
高
校

生
か
ら
小
学
生
・
中
学
生
へ
～
】
と
、
阿
蘇

法
人
会
（
熊
本
）
の
【
租
税
キ
ャ
ン
プ
Ⅰ
Ｎ

古
代
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
】
が
選
ば
れ
た
。

次
回
「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」
は
、

11
月
８
日
に
大
分
県
大
分
市
で
開
催
予
定
。

5 2019 新年

式典で挨拶する小林全法連会長

式典で挨拶する中村青連協会長
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東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
次

第
に
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
発

展
の
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

最
初
に
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
多
く
の
日

本
の
方
が
知
ら
な
い
の
で
す
が
、
今
回
の
２

０
２
０
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
実
は
世

界
で
初
め
て
同
じ
都
市
で
や
る
２
度
目
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ん
で
す
。
世
界
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
「
２
度
目
だ
か
ら
楽
し
み
に
し

て
る
よ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
で
は
１
度
目
は

い
つ
か
と
言
う
と
、
１
９
６
４
年
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
い
て
11
月
８
日
か
ら
５
日

間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
は
こ
れ
を
契
機
に
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
大
会
で
は
、
日
本
人
選
手
の
多
く

は
病
院
や
施
設
か
ら
の
参
加
だ
っ
た
の
で
す

が
、
外
国
選
手
の
ほ
と
ん
ど
は
社
会
人
と
し

て
自
立
し
、
明
る
く
活
き
活
き
と
し
て
い
ま

し
た
。
日
本
も
早
く
そ
う
し
た
社
会
を
目
指

し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
翌
１
９
６
５
年

に
発
足
し
た
の
が
、
私
ど
も
の
日
本
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
な
の
で
す
。

も
う
一
つ
大
き
な
出
来
事
は
長
野
１
９
９
８

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
こ
の
と
き
は
せ
っ

か
く
の
自
国
開
催
な
の
で
メ
ダ
ル
に
向
け
て

頑
張
ろ
う
と
、
競
技
力
の
向
上
に
取
り
組
み
、

結
果
と
し
て
冬
季
初
の
金
メ
ダ
ル
を
は
じ
め

大
き
く
躍
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
翌
１
９
９
９
年
に
協

会
内
部
の
委
員
会
と
し
て
発
足
し
た
の
が
日

本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
で
す
。

そ
し
て
２
０
１
３
年
に
日
本
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
と
し
て
作
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
（
将

来
像
）
が
あ
り
ま
す
。
図
形
的
に
考
え
る
と
、

裾
野
を
広
げ
る
普
及
・
拡
大
の
活
動
を
底
辺

に
、
斜
め
上
に
向
け
て
競
技
力
の
向
上
（
山

を
高
く
す
る
）
軸
を
伸
ば
す
と
三
角
形
が
で

き
ま
す
が
、
そ
の
面
積
を
よ
り
大
き
く
し
て

い
こ
う
と
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
目
指
す

と
こ
ろ
は
何
か
と
言
う
と
「
活
力
あ
る
共
生

社
会
の
実
現
」
で
す
。
た
と
え
メ
ダ
ル
が
い

く
つ
取
れ
た
と
し
て
も
、
障
が
い
者
に
差
別

の
あ
る
よ
う
な
社
会
で
あ
っ
て
は
ま
っ
た
く

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く
、
性
別

に
も
年
齢
に
も
、
国
籍
に
も
関
係
な
く
、一
人

ひ
と
り
が
個
性
を
生
か
し
て
活
き
活
き
と
輝

け
る
社
会
。
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

そ
の
よ
う
な
活
力
あ
る
共
生
社
会
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
の
が
目
的
な
の
で
す
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
や
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
意
義
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

ま
ず
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
理
念
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
失
わ
れ
た
も
の
を
数

え
る
の
で
は
な
く
、
残
さ
れ
た
機
能
を
最
大

限
に
活
か
す
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
が

重
要
で
、
大
き
な
魅
力
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
卓
球

に
出
場
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
中
に
は
両
手
の

な
い
選
手
が
い
ま
す
。
彼
ら
は
ど
う
す
る
か

と
い
う
と
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
口
で
く
わ
え
た
り
、

肩
に
挟
ん
で
ラ
リ
ー
の
応
酬
を
し
ま
す
。サ
ー

ブ
の
ト
ス
は
足
の
親
指
と
人
さ
し
指
の
間
に

ボ
ー
ル
を
挟
ん
で
ポ
ー
ン
と
あ
げ
ま
す
。
彼

ら
は
失
わ
れ
た
両
腕
を
数
え
る
の
で
は
な
く
、

残
さ
れ
た
機
能
を
最
大
限
に
活
か
し
、
工
夫

を
し
て
限
界
に
挑
戦
し
ま
す
。
そ
の
姿
は
同

じ
く
障
が
い
の
あ
る
人
に
勇
気
を
与
え
る
で

し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
同
時
に
誰
に
対
し
て
も

感
銘
を
与
え
、
あ
き
ら
め
ず
に
可
能
性
に
挑

戦
す
る
大
事
さ
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

次
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
意
義
で
す
が
、

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
力
」
を
通
じ
て
「
人
々

に
気
づ
き
を
与
え
る
」
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
言
う
と
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」
で
す

が
、そ
れ
に
対
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は「
社

会
変
革
の
祭
典
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
か
ら
得
た
気
づ
き

か
ら
「
共
生
社
会
」
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
、
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東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
翌
年
に
近
づ
い
て
き
た
。
世
界
中
か
ら
鍛
え
抜
か
れ
た
パ
ラ
ア
ス

リ
ー
ト
が
集
う
祭
典
だ
が
、
同
時
に
「
社
会
変
革
の
祭
典
」
で
も
あ
る
と
い
う
。
偏
見
な
く
誰
も
が
活
き
活
き
と
輝

く
共
生
社
会
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
来
た
る
べ
き
高
齢
社
会
へ
の
レ
ガ
シ
ー
と
も
な
る
。
大
会
で
の
最
大
の

目
標
は
「
全
競
技
会
場
の
満
員
」。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
障
が
い
に
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
最
大
限
の
挑
戦
を

続
け
る
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
姿
か
ら
、
私
た
ち
が
与
え
ら
れ
る
気
づ
き
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か

。

「
全
競
技
会
場
の
満
員
」
を
実
現
し
て

共
生
社
会
へ
の
気
づ
き
を
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そ
れ
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
い
う
絶
好
の
機

会
と
な
る
。
そ
こ
へ
繋
が
っ
て
い
く
か
ら
こ

そ
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

得
ら
れ
る
「
気
づ
き
」
に
は
２
つ
あ
っ
て
、

１
つ
め
は
世
の
中
に
は
バ
リ
ア
が
あ
り
、
そ

れ
を
な
く
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う

「
気
づ
き
」。
バ
リ
ア
に
は
障
が
い
が
あ
る
人

に
対
す
る
心
の
バ
リ
ア
、
そ
れ
か
ら
段
差
な

ど
の
物
理
的
な
バ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

障
が
い
者
と
い
う
と
象
徴
的
な
の
は
車
い

す
で
す
が
、
そ
こ
に
目
を
向
け
る
と
バ
リ
ア

が
存
在
す
る
大
変
さ
に
気
づ
き
ま
す
。
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
い
て
い
る
今
、
で
き
る

だ
け
物
理
的
な
バ
リ
ア
を
な
く
そ
う
と
、
東

京
都
で
は
地
下
鉄
な
ど
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
率
が
相
当
な
勢
い
で
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
い
す
の
ま
ま
乗
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
タ
ク
シ
ー
の
導
入
も
進
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
物
理
的
バ
リ
ア
を
な

く
す
こ
と
は
、
実
は
障
が
い
者
だ
け
の
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
急
速
に
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
高
齢
者
に

と
っ
て
も
、
あ
る
い
は
バ
ギ
ー
カ
ー
に
赤

ち
ゃ
ん
を
乗
せ
た
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
や

さ
し
い
こ
と
で
、
社
会
を
そ
の
よ
う
な
方
向

に
変
革
し
て
い
く
力
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
障
が
い
者
に
対
す
る
心
の
バ
リ
ア

は
、
障
が
い
者
は
特
別
な
人
、
見
た
こ
と
が

な
い
人
で
、
自
分
た
ち
と
違
う
と
思
う
こ
と

が
差
別
に
つ
な
が
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
今

日
本
の
障
が
い
者
人
口
は
９
４
０
万
人
で
、

障
が
い
者
一
人
に
つ
き
２
人
の
近
親
者
が
い

る
と
す
る
と
、
合
わ
せ
て
約
２
８
０
０
万
人
。

つ
ま
り
国
民
の
４
〜
５
人
に
１
人
は
障
が
い

者
も
し
く
は
そ
の
直
近
の
関
係
者
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
い
て
当
た
り

前
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
そ
う

し
た
こ
と
に
も
気
づ
く
わ
け
で
す
。

で
は
２
つ
目
の
「
気
づ
き
」
は
何
か
と
い

う
と
、
先
ほ
ど
も
触
れ
た
、
人
間
は
工
夫
す

れ
ば
何
で
も
で
き
る
と
い
う
価
値
観
で
す
。

そ
れ
に
は
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。
小
学

校
で
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
の
体
験
会
を
開
催
し

た
と
き
に
質
問
タ
イ
ム
を
設
け
て
、
子
ど
も

た
ち
に
「
僕
ら
が
で
き
な
い
と
思
う
こ
と
を

言
っ
て
」
と
尋
ね
る
の
で
す
。
車
い
す
ラ
グ

ビ
ー
の
選
手
は
四
肢
麻
痺
と
い
っ
て
手
も
充

分
に
動
か
な
い
の
で
す
が
、「
爪
切
り
で
爪

を
切
れ
る
か
な
」
と
聞
く
と
「
切
れ
な
い
と

思
う
」
と
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で

彼
ら
の
や
り
方
を
教
え
る
ん
で
す
。「
大
き

い
爪
切
り
を
机
の
上
に
置
い
て
、
口
で
切
っ

た
テ
ー
プ
で
固
定
す
る
ん
だ
。
そ
こ
に
指
を

入
れ
手
の
ひ
ら
で
上
か
ら
ポ
ン
と
押
せ
ば
切

れ
る
ん
だ
よ
」
と
。
そ
し
て
こ
う
続
け
ま
す
。

「
君
た
ち
の
よ
う
に
は
切
れ
な
い
し
、
も
し

競
争
し
た
ら
負
け
る
だ
ろ
う
け
ど
、
工
夫
し

て
切
れ
た
で
し
ょ
う
。
僕
ら
が
言
い
た
い
の

は
、
人
と
比
較
し
な
く
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
、
工
夫
す
れ

ば
き
っ
と
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
大

事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
こ
と
」。

そ
の
あ
と
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
作
文
に

は
、
あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
思

い
が
素
直
に
出
て
き
ま
す
。
一
生
懸
命
工
夫

し
て
、
努
力
し
て
や
っ
て
い
る
姿
が
素
晴
ら

し
い
の
で
あ
り
、
昨
日
よ
り
少
し
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
す
ご
い
の
だ
と
い
う
価
値

観
。
そ
れ
が
共
生
社
会
に
繋
が
っ
て
い
く
と

い
う
の
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
力
で
あ
り
、

意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
で
は
の
特
徴

や
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
と
特
別
な
も

の
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
障
が
い
を
理
由
に
あ

き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
で
き

る
か
の
視
点
で
、
ル
ー
ル
や
用
具
を
工
夫
す

れ
ば
不
可
能
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
の
が
そ
の
特
徴
で
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
公
平
性
と
い
う
概

念
を
と
て
も
重
視
し
て
い
て
、
フ
ェ
ア
に
競

い
合
う
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
は
障
が
い
の

種
類
や
重
さ
に
よ
っ
て
「
ク
ラ
ス
分
け
」
を

し
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
例
を
あ
げ
る
と
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
男
子
陸
上
１
０
０
メ
ー

ト
ル
の
金
メ
ダ
ル
は
１
つ
で
す
が
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
16
個
。
そ
れ
ぞ
れ
障
が
い
が

違
う
か
ら
16
種
類
に
分
け
、
同
じ
条
件
の
中

で
競
争
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
競
技
用
具
の
工
夫
」や「
ル
ー
ル
の
変
更
」

の
例
と
し
て
は
、
下
肢
障
が
い
を
対
象
と
し
、

専
用
の
車
い
す
に
乗
っ
て
行
う
車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
２
バ
ウ
ン
ド
ま
で
の
返
球

が
認
め
ら
れ
て
い
る
車
い
す
テ
ニ
ス
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
そ
れ
以
外
の
部
分
、
コ
ー
ト
の

広
さ
や
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
全
盲
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走

る
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て

ガ
イ
ド
ラ
ン
ナ
ー
が
並
走
し
ま
す
が
、
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
は
42
・
１
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
２
時
間
30
分
で
走
り
切
り
ま
す
。

実
際
に
観
戦
す
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
己

の
能
力
を
最
大
限
引
き
出
し
た
選
手
た
ち
の

プ
レ
ー
は
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
、
迫
力
は
健
常

者
の
ス
ポ
ー
ツ
に
引
け
を
取
り
ま
せ
ん
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
あ
る
の
で
、
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
奥
が
深
く
、
面
白
い
の
で
す
。

テ
ニ
ス
の
元
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
世
界
１
位

の
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ェ
デ
ラ
ー
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
有
名
な
話
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の

記
者
の
「
な
ぜ
日
本
の
テ
ニ
ス
界
に
は
世
界

的
な
選
手
が
出
て
こ
な
い
の
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
、「
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
君
は
？

日
本
に
は
国
枝
慎
吾
が
い
る
じ
ゃ
な
い
か
」

と
答
え
た
の
で
す
。
国
枝
選
手
は
車
い
す
テ

ニ
ス
の
部
門
で
世
界
的
に
活
躍
す
る
選
手
で
、
7 2019 新年
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テ
ニ
ス
の
４
大
大
会
の
優
勝
回
数
が
世
界
一

で
す
。
フ
ェ
デ
ラ
ー
に
は
心
の
バ
リ
ア
が
な

い
か
ら
こ
そ
対
等
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
そ
の

す
ご
さ
を
認
め
、
そ
う
語
っ
た
わ
け
で
す
。

で
は
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

一
つ
は
日
本
代
表
選
手
団
の
大
活
躍
で
す
。

前
回
リ
オ
で
は
メ
ダ
ル
総
数
は
24
個
で
し
た

が
金
メ
ダ
ル
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
の
で
、
メ
ダ
ル

ラ
ン
キ
ン
グ
で
64
位
ま
で
後
退
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
競
技
力
を
向
上
さ
せ
、
そ
こ
は
７

位
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
最
大
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
る
の
は
、「
全
競
技
会
場
の
満
員
」
で
す
。

そ
れ
は
、
仮
に
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
や
ボ
ッ
チ
ャ

と
い
っ
た
日
頃
あ
ま
り
目
に
し
た
こ
と
が
な

い
競
技
種
目
で
、
平
日
の
午
前
中
に
行
わ
れ

る
１
回
戦
で
あ
り
、
ま
た
日
本
戦
以
外
の
外

国
チ
ー
ム
同
士
の
試
合
で
あ
っ
て
も
す
べ
て

で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
大
変
高
く
難
し

い
目
標
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

こ
れ
ま
で
過
去
最
高
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
過
去
最
多
の
１
６
４

か
国
・
地
域
か
ら
４
３
０
０
名
の
選
手
が
参

加
し
、
２
７
８
万
枚
の
有
料
チ
ケ
ッ
ト
が
初

め
て
完
売
し
ま
し
た
。
20
万
人
を
超
え
る
応

募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
７
万
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
躍
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
有
料
チ
ケ
ッ
ト
が

完
売
し
た
と
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
全
競
技
会
場
が
満
員
と
な
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
そ
う
な
る
か
と

言
う
と
、
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
企
業
が
有

料
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
も
の
の
、
平
日
の

日
中
の
試
合
に
そ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
会

場
に
足
を
運
ぶ
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と

い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
「
全
競
技
会
場
の
満
員
」
を
実
現

で
き
れ
ば
世
界
初
の
大
快
挙
で
す
し
、
そ
れ

以
上
に
、
１
７
０
か
国
か
ら
訪
れ
る
４
４
０

０
人
の
選
手
た
ち
へ
の
「
最
大
の
お
も
て
な

し
」
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
も
て
な

し
と
い
う
と
、
と
か
く
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

寿
司
、
天
ぷ
ら
、
す
き
焼
き
、
東
京
タ
ワ
ー
、

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
は
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
来
日
す
る
観
光
客
と
応
援
す

る
人
た
ち
へ
の
お
も
て
な
し
で
す
。
選
手
た

ち
の
ほ
と
ん
ど
は
「
成
田
・
羽
田
の
空
港
」

「
選
手
村
」「
練
習
・
試
合
会
場
」
を
往
復
し
、

試
合
後
は
す
ぐ
に
帰
国
し
ま
す
。
一
生
に
一

度
、
あ
る
い
は
４
年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
大
会

を
目
指
し
て
、
試
合
を
す
る
た
め
に
来
て
い

る
選
手
た
ち
に
対
し
て
最
大
の
お
も
て
な
し

が
で
き
る
場
所
は
「
試
合
会
場
」
で
あ
り
、

ぜ
ひ
満
員
の
会
場
で
プ
レ
ー
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
映
で
は
世

界
人
口
の
約
７
割
、
50
億
人
が
見
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
自
国
の
試
合
を
応
援
し

よ
う
と
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
と
き
、
満
員
で

あ
っ
た
ら
や
は
り
う
れ
し
い
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
日
本
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
す
ご
い
国
だ
と
世
界

に
発
信
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

「
全
競
技
会
場
の
満
員
」
を
目
指
す
も
う

一
つ
の
理
由
は
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
た
選
手

た
ち
は
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
で
す
か
ら
、
そ

の
姿
を
見
れ
ば
必
ず
魂
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と

思
う
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
、
手
の
な
い
選

手
が
懸
命
に
、
し
か
も
圧
倒
的
な
ス
ピ
ー
ド

で
泳
い
で
い
る
。
一
目
で
す
ご
い
と
わ
か
る
。

そ
う
す
る
と
、
障
が
い
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
が
い
っ
ぺ
ん
に
な
く
な
っ
て
、
心
の
バ
リ

ア
が
消
え
、
そ
れ
が
共
生
社
会
に
繋
が
っ
て

い
く
は
ず
で
す
。
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
「
愛

情
の
反
対
は
憎
し
み
で
は
な
い
。
愛
情
の
反

対
は
無
関
心
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
本
番
会
場
を
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
と

い
う
の
は
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
見

て
い
た
だ
け
れ
ば
認
識
が
変
わ
り
、
認
識
が

変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
か
ら
な
の
で
す
。

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

や
は
り
フ
ァ
ン
づ
く
り
と
い
う
の
が
大
き

な
テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
面
白
い
と

思
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
今

外
国
の
強
い
選
手
や
チ
ー
ム
を
呼
ん
で
、

次
々
に
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
群
馬
で
主
催
し
た
ジ
ャ
パ
ン
パ

ラ
と
い
う
大
会
で
は
、
義
足
で
走
り
幅
跳
び

８
メ
ー
ト
ル
40
と
い
う
世
界
記
録
を
持
つ
マ

ル
ク
ス
・
レ
ー
ム
と
い
う
選
手
を
呼
び
ま
し

た
。
ち
な
み
に
こ
の
距
離
は
健
常
者
の
日
本

記
録
よ
り
上
な
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
選
手

が
く
る
と
や
は
り
見
に
行
き
た
い
と
な
り
ま

す
。
先
日
の
横
浜
水
泳
で
は
リ
オ
の
金
メ
ダ

リ
ス
ト
を
７
人
呼
び
ま
し
た
が
、
横
浜
を
見

に
来
た
人
は
絶
対
に
本
番
も
観
戦
し
た
い
と

言
い
ま
す
。
そ
し
て
来
年
の
夏
に
は
、
日
本

も
含
む
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
の
世
界
一
決
定
戦

を
招
致
す
る
こ
と
も
決
定
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
ぜ
ひ
一
度
見
に
来

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
そ
こ
で
最
後
に

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
観
戦
し
た
ら
必
ず
２

人
の
人
に
魅
力
を
伝
え
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
行
こ
う
と
勧
め
て
ほ
し
い
の
で
す
。
２

の
22
乗
で
、
２
人
だ
け
を
22
回
繰
り
返
す
と

４
１
９
万
人
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
の
人
が
足

を
運
べ
ば
全
競
技
会
場
が
満
員
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
身
近
な
人
２
人
に
、
ぜ
ひ
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
魅
力
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
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各
政
党
及
び
省
庁
に

来
年
度
税
制
改
正
要
望
を
実
施

平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
向
け
、
全
法
連

は
10
～
12
月
の
３
か
月
間
、
税
制
委
員
会
の

柳
田
道
康
委
員
長
が
中
心
と
な
り
、
自
民
党

な
ど
各
政
党
と
省
庁
に
対
し
て
提
言
活
動
を

行
っ
た
。

政
党
関
係
で
は
、
10
月
30
日
、
国
民
民
主

党
「
第
二
部
会
（
財
金
・
総
務
・
決
算
）
税

制
改
正
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
小
林
正
夫
部
会

長
）」に
出
席
。
11
月
7
日
、自
民
党「
予
算
・

税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
（
津
島
淳
財

政
・
金
融
・
証
券
関
係
団
体
委
員
長
）」
に
、

14
日
は
公
明
党
「
平
成
31
年
度
税
制
改
正
要

望
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
竹
内
譲
財
政
金
融
部
会

長
）」、
22
日
は
立
憲
民
主
党
「
財
務
金
融
部

会
・
税
制
調
査
会
税
制
改
正
要
望
に
関
す

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
川
内
博
史
財
務
金
融
部
会

長
）」
に
出
席
し
た
。

各
党
に
対
し
て
中
小
企
業
向
け
税
制
措
置

を
拡
充
し
本
則
化
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
消

費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
措
置
、
事
業
承

継
税
制
の
拡
充
、
行
政
改
革
の
断
行
等
を
強

く
求
め
た
。
こ
の
他
、
参
議
院
の
比
例
代
表

選
出
議
員
等
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
提
言
書

を
送
付
し
て
い
る
。

ま
た
、
省
庁
に
対
し
て
は
、
財
務
省
の
鈴

木
馨
祐
副
大
臣
、
総
務
省
の
内
藤
尚
志
自
治

税
務
局
長
、
中
小
企
業
庁
の
安
藤
久
佳
長
官

等
と
面
談
し
、
法
人
会
提
言
を
来
年
度
税
制

改
正
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
求
め
た
（
提
言
活

動
の
様
子
は
、
全
法
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

こ
の
ほ
か
、
県
連
、
単
位
会
に
お
い
て
も
、

地
元
選
出
国
会
議
員
、
地
方
自
治
体
、
議
会

に
対
し
て
提
言
活
動
を
実
施
し
た
。

ご
存
知
で
す
か
？

「
法
人
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
｣

法
人
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は
法
人
番

号
を
キ
ー
に
、
政
府
が
保
有
す
る
法
人
活
動

情
報
（
調
達
、
表
彰
、
補
助
金
等
）
を
集
約

し
、
経
済
産
業
省
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
公
開
・
運
用
し
て
い
る
サ
イ
ト
で
あ
る
。

当
サ
イ
ト
で
は
、
法
人
番
号
や
法
人
名
か

ら
特
定
の
法
人
活
動
情
報
を
検
索
で
き
、
所

在
地
や
営
業
項
目
等
の
属
性
か
ら
も
法
人
を

抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

活
用
例
と
し
て
は
、
契
約
相
手
と
な
る
法

人
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
受
託
実
績
や
表
彰

情
報
等
を
確
認
し
、
信
用
調
査
の
補
完
を
行

う
こ
と
や
、
国
か
ら
の
事
業
受
託
実
績
に
よ

り
、
法
人
の
業
務
分
野
や
得
意
分
野
を
把
握

し
、
自
社
と
の
連
携
可
能
性
の
あ
る
法
人
を

抽
出
す
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｉ
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
機
能
を

利
用
し
た
法
人
活
動
情
報
の
取
得
も
可
能
。

ま
た
、
こ
の
サ
イ
ト
の
法
人
活
動
情
報
と

民
間
が
保
有
す
る
企
業
情
報
を
、
法
人
番
号

を
キ
ー
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
付
加
価

値
の
高
い
法
人
情
報
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

も
開
始
さ
れ
て
い
る
。

サ
イ
ト
の
掲
載
情
報
は
順
次
追
加
さ
れ
る

の
で
、
法
人
検
索
で
の
利
用
の
ほ
か
、
Ａ
Ｐ

Ｉ
機
能
に
よ
る
情
報
連
携
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
活
用
等
も
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

U
RL：
https://hojin-info.go.jp
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︻
郡
山
︼
郡
山
法
人
会

︵
福
島
︶
青
年
部
会
は
︑

11
月
４
日
に
市
内
目
抜

き
通
り
で
開
催
さ
れ
た

郡
山
市
中
央
商
店
街
振

興
組
合
主
催
の
﹁
な
か

ま
ち
夢
通
り
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
﹂
で
︑
税
金
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
実

施
し
た
︒

子
ど
も
た
ち
に
税
の
し
く
み
や
大
切
さ
を

楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
企
画
し
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
︑
商
店
街
の
10
か
所
に
設
け

た
ポ
イ
ン
ト
で
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦

し
な
が
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
集
め
︑
﹁
小
学
生

の
税
に
関
す
る
標
語
﹂
の
入
賞
作
品
を
完
成

さ
せ
る
と
い
う
も
の
︒

街
中
を
走
り
回
っ
た
参
加
者
の
小
・
中
学

生
約
１
０
０
名
か
ら
は
﹁
税
に
つ
い
て
楽
し

く
学
べ
た
﹂
と
い
う
嬉
し
い
反
響
が
寄
せ
ら

れ
た
︒
当
日
は
︑
郡
山
税
務
署
か
ら
も
ク
イ

ズ
出
題
や
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
の
解
説
に
協

力
し
て
も
ら
い
︑
多
く
の
一
般
市
民
に
税
を

考
え
る
週
間
の
広
報
︑
税
の
啓
発
活
動
を
行

い
︑
身
体
と
頭
を
使
う
企
画
で
盛
況
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
︒

手
作
り
介
護
用
品
贈
呈
式

︻
宇
都
宮
︼
９
月
11
日
︑
宇
都
宮
法
人
会
︵
栃

木
︶
女
性
部
会
で
は
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮

病
院
で
︑
手
作
り
エ
プ
ロ
ン
１
０
０
枚
の
贈

呈
式
を
行
っ
た
︒
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
︑
平
成
11
年
に
３
名
の
委
員
で
始
め
た

事
業
も
今
年
で
な
ん
と
20
年
目
︒
毎
年
︑
病

院
の
希
望
を
基
に
重
度
障
が
い
者
の
た
め
の

介
護
用
品
を
作
製
し
て
お
り
︑
こ
れ
ま
で
延

べ
６
６
３
名
の
参
加
で
約
７
７
０
作
品
を

贈
っ
た
実
績
が
あ
る
︒

今
年
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
食
事
の
時
の
汚
れ

防
止
用
エ
プ
ロ
ン
︒
明
る
く
か
わ
い
い
表
地

に
防
水
シ
ー
ト
を
重
ね
︑
周
り
を
バ
イ
ヤ
ス

テ
ー
プ
で
く
る
ん
で
仕
上
げ
た
︒
心
が
こ

も
っ
て
い
て
使
い
勝
手
が
良
い
と
︑
院
長
や

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
︒

地
元
紙
に
も
何
度
か
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
︑

今
年
は
下
野
新
聞
で
写
真
と
共
に
紹
介
さ
れ
︑

多
く
の
方
々
に
活
動
の
周
知
も
で
き
た
︒
部

会
員
が
集
ま
っ
て
行
う
作
製
会
は
︑
布
の
裁

断
・
ミ
シ
ン
か
け
な
ど
年
々
手
際
が
よ
く
な

り
会
員
相
互
の
親
睦
に
も
繋
が
り
︑
今
後
も

更
に
協
力
・
持
続
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
︒

北
海
道
連
・
町
田
法
人
会

﹁
国
税
庁
長
官
感
謝
状
﹂

︻
全
法
連
︼
10
月
24
日
︑
財
務
省
・
国
税
庁
主

催
の
平
成
30
年
度
財
務
大
臣
・
国
税
庁
長
官

納
税
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
︒
表
彰
式
で
は
︑

藤
井
健
志
国
税
庁
長
官
か
ら
︑
北
海
道
連
と

町
田
法
人
会
に
﹁
国
税
庁
長
官
感
謝
状
﹂
が

贈
呈
さ
れ
た
︒
こ
れ
は
本
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
表
彰
で
︑
日
頃
か
ら
の
税
務
行
政
へ
の
協

力
に
加
え
︑
最
近
の
活
動
に
お
い
て
特
に
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
団
体
︵
全
国
で
５
団
体
︶

に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

︿
北
海
道
法
人
会
連
合
会
﹀
活
動
困
難
な
他

団
体
支
援
を
同
連
合
会
の
活
動
方
針
と
し
て

お
り
︑
平
成
27
年
以
降
︑
単
独
で
の
活
動
が

厳
し
い
６
団
体
を
支
援
︵
昨
事
務
年
度
は
４

団
体
︶
し
た
︒

︿
町
田
法
人
会
﹀
解
散
の
危
機
に
あ
っ
た
複

数
の
団
体
事
務
局
を
支
援
し
た
ほ
か
︑
税
に
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探
偵

け
ん
た
の
大
冒
険
﹂

〈法人会〉
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関
す
る
﹁
標
語
﹂
﹁
絵
は
が
き
﹂
﹁
中
学
生
の

作
文
﹂
の
表
彰
式
を
合
同
で
実
施
し
た
︒

い
ず
れ
も
︑
団
体
活
動
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
︑
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
等

に
貢
献
が
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
︒

租
税
教
育
の
副
読
本

︻
阿
波
麻
植
︼
阿
波
麻
植
法
人
会
︵
徳
島
︶
は
︑

青
年
部
会
が
行
っ
て
い
る
租
税
教
室
用
に
副

読
本
︵
Ａ
４
判

14
頁
︶
を
制
作
し
︑
阿
波
市

と
吉
野
川
市
の
小
中
学
校
に
配
布
し
た
︒
古

代
よ
り
伝
わ
る
阿あ

波わ

忌い
ん

部べ

一
族
の
足
跡
や
︑

天
皇
家
の
儀
式
を
司
っ
て
き
た
重
要
な
役
割
︑

千
葉
県
安
房
地
域
か
ら
関
東
方
面
に
及
ぶ
開

拓
の
史
実
な
ど
に
基
づ
き
︑
各
神
社
の
写
真

や
租
税
の
歴
史
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
る
︒

２
０
１
９
年
は
新
天
皇
の
即
位
︑
11
月
に

は
大
嘗
祭
の
挙
行
も
決
定
し
て
お
り
︑
こ
れ

に
使
わ
れ
る
﹁
麁あ

ら

服た
え

織
り
﹂
を
阿
波
忌
部
の

末
裔
で
あ
る
三
木
家
が
献
上
︵
調
進
︶
す
る
︒

こ
れ
ま
で
地
元
に
あ
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
き
れ
て
い
な
か
っ
た
故
事
も
踏
ま
え
︑

歴
代
の
天
皇
に
係
わ
っ
て
き
た
忌
部
氏
の
歴

史
を
将
来
に
繋
げ
る
た
め
︑
法
人
会
名
の
一

部
で
あ
る
麻お

植え

の
伝
統
と
共
に
︑
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
見
守
り
続
け
て
い
き
た
い
︒

県
連
主
導
で
効
果
的

研
修
参
加
率
の
向
上
策

︻
愛
媛
県
連
︼
愛
媛
県
連
は
︑
所
属
単
位
会

の
事
務
局
が
少
人
数
で
運
営
し
て
い
る
現
状

を
受
け
︑
県
連
主
導
に
よ
る
共
催
の
研
修
事

業
を
実
施
し
て
い
る
︒
具
体
的
に
は
企
画
や

案
内
状
の
作
成
等
で
︑
経
費
も
公
的
助
成
金

を
活
用
し
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
︑
そ
れ
に

よ
り
研
修
参
加
率
は
１
６
０
％
以
上
と
い
う

高
い
数
字
を
実
現
︒
背
景
の
一
つ
に
は
会
員

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
県
内
統
一
の
研
修
が
必
要

だ
と
い
う
金
融
機
関
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
た
︒

奏
功
し
た
事
業
は
次
の
と
お
り
︒

パ
ソ
コ
ン
講
座
︵
Ｉ
Ｔ
支
援
︑
ｅ
-
Ｔ
Ａ
Ｘ

推
進
︶
／
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
有
効

活
用
セ
ミ
ナ
ー
︵
融
資
の
割
引
制
度
を
普
及
︑

各
税
務
署
統
括
官
が
講
師
︶
／
新
設
法
人
説

明
会
︵
税
務
署
と
共
催
︑
税
務
と
社
会
保
険

等
︶
／
働
き
方
改
革
関
連
法
説
明
会
︵
労
働

基
準
監
督
署
が
講
師
︑
商
工
会
議
所
と
共
催
︶

／
会
計
啓
発
普
及
セ
ミ
ナ
ー
︵
中
小
企
業
整

備
機
構
と
共
催
︶
／
経
理
担
当
者
養
成
講
座

︵
経
理
の
基
礎
か
ら
決
算
処
理
︑
給
与
計
算
等
︑

社
会
・
労
務
保
険
の
実
務
を
税
理
士
・
社
労

士
が
解
説
︶

復
興
を
目
指
せ
！

ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
租
税
教
室

︻
熊
本
県
連
︼
熊
本
県
連
の
青
年
部
会
連
絡

協
議
会
・
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
は
︑
10
月

28
日
︑
阿
蘇
郡
高
森
町
で
﹁
第
７
回
く
ま
も

と
ｚ
ｅ
ｉ
税
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
高
森
町
﹂
を

開
催
し
た
︒

こ
れ
は
︑
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
︑
熊

本
地
震
の
影
響
で
部
分
開
業
と
な
っ
て
い
る

南
阿
蘇
鉄
道
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
り
な
が

ら
︑
途
中
駅
な
ど
で
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に

答
え
︑
税
の
使
い
道
や
役
割
等
を
楽
し
く
学

ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
︒

本
年
で
７
回
目
の
事
業
で
あ
っ
た
が
︑
場

所
や
内
容
を
一
新
し
た
た
め
︑
企
画
か
ら
準

備
ま
で
は
大
変
だ
っ
た
︒
し
か
し
︑
当
日
は

好
天
に
も
恵
ま
れ
︑
県
下
か
ら
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
約
１
０
０
名
が
参
加
︒
﹁
ト
ロ
ッ

コ
列
車
は
初
め
て
の
経
験
で
良
い
思
い
出
が

で
き
た
﹂
︑
﹁
熊
本
地
震
の
復
旧
・
復
興
の
た

め
に
た
く
さ
ん
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
︑
税
金
の
有
り
難
さ
が
よ
く
分

か
っ
た
﹂
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
︑
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
充
実
し

た
表
情
を
見
せ
て
い
た
︒
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安
倍
晋
三
政
権
が
外
国
人
の
大
量
受
け
入
れ
に
向
け
て
、
政
策
の
舵
を
大
き
く
切
り
始

め
た
。
来
年
度
か
ら
新
た
な
在
留
資
格
を
創
設
し
、
単
純
労
働
を
容
認
し
よ
う
と
い
う
の

だ
。
実
質
的
な
永
住
に
も
道
を
開
く
。
背
景
に
は
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
が
あ
る
。
た
だ
、

外
国
人
の
急
増
は
、
医
療
の
想
定
外
の
利
用
な
ど
社
会
保
障
制
度
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
拙
速
に
進
め
れ
ば
、
社
会
の
混
乱
は
必
至
だ
。

母
国
に
残
る
家
族
に
も
医
療
費

新
制
度
は
⚒
段
階
方
式
に
分
か
れ
る
。

ま
ず
は
、
一
定
の
技
能
を
持
つ
人
を
「
特

定
技
能
⚑
号
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
認
め

て
こ
な
か
っ
た
単
純
労
働
を
解
禁
す
る
。

た
だ
し
、
滞
在
期
間
は
最
長
⚕
年
と
し
、

家
族
の
帯
同
は
認
め
な
い
。

⚑
号
の
う
ち
、
難
し
い
日
本
語
と
熟
練

し
た
技
能
を
身
に
付
け
た
人
は
「
特
定
技

能
⚒
号
」
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

⚒
号
に
な
る
と
、
定
期
的
な
審
査
は
あ
る

も
の
の
、
家
族
の
帯
同
を
含
め
た
事
実
上

の
永
住
が
認
め
ら
れ
る
。

安
倍
政
権
が
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
拡
大
を
急
ぐ
の
は
、
産
業
界
か
ら
強
い

要
望
が
あ
る
た
め
だ
。
少
子
高
齢
化
の
影

響
か
ら
、
近
年
「
人
手
不
足
倒
産
」
が
増

大
し
て
き
て
い
る
。

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す

れ
ば
、
目
先
の
人
手
不
足
の
解
消
に
は
一

定
の
効
果
が
上
が
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
人

口
減
少
下
で
の
受
け
入
れ
拡
大
は
思
わ
ぬ

形
で
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
れ
は
社
会
保
障

分
野
も
例
外
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
医
療
だ
。
健
康
保
険
の
「
扶

養
家
族
」
に
は
国
内
居
住
要
件
が
な
い
。

す
な
わ
ち
、
外
国
人
労
働
者
が
母
国
に
残

し
て
き
た
家
族
の
医
療
費
ま
で
保
険
料
や

税
金
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

厚
生
労
働
省
は
扶
養
家
族
の
認
定
に
あ

た
っ
て
は
公
的
証
明
書
の
提
出
を
求
め
る

よ
う
指
導
を
し
て
い
る
が
、
国
に
よ
っ
て

は
そ
の
見
極
め
自
体
が
難
し
い
。

不
正
受
給
の
増
大
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

与
党
内
の
議
論
で
は
「
高
度
で
安
い
日
本

の
医
療
を
受
け
る
目
的
で
、
労
働
者
と
し

て
来
日
す
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
」
と

い
っ
た
指
摘
が
あ
っ
た
。「
来
日
し
て
か

ら
、
重
い
病
気
を
患
っ
た
り
、
精
神
疾
患

で
仕
事
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
り
し
て
も
、

追
い
返
す
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
失
業
保
険
や
生
活
保
護
の
増
大
を

不
安
視
す
る
声
も
上
が
っ
た
。

全
員
帰
国
な
ら
介
護
現
場
混
乱

年
金
で
は
不
公
平
感
が
広
が
り
そ
う
だ
。

受
給
資
格
を
得
る
に
は
10
年
必
要
だ
が
、

こ
れ
を
満
た
さ
ず
に
帰
国
す
れ
ば
、
日
本

で
納
め
た
保
険
料
は
無
駄
と
な
る
。

反
対
に
、
永
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
、
来
日
後
の
分
し
か
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
。
来
日
時
の
年
齢
に
も
よ
る
が
、

20
歳
か
ら
納
め
る
日
本
人
と
比
べ
て
受
給

額
が
低
く
な
る
傾
向
に
あ
ろ
う
。
将
来
的

に
低
年
金
の
永
住
者
が
続
出
す
れ
ば
、
大

き
な
社
会
問
題
と
も
な
り
得
る
。

一
方
、
全
く
異
な
る
視
点
か
ら
も
社
会

保
障
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
介
護
現

場
の
混
乱
だ
。

外
国
人
労
働
者
と
い
う
の
は
、
日
本
人

の
就
業
が
進
ま
な
い
職
種
ほ
ど
期
待
も
大

き
い
。
と
り
わ
け
、
介
護
分
野
だ
。
受
け

入
れ
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
彼
ら
抜
き
に

は
成
り
立
た
な
い
職
場
も
増
え
る
が
、
外

国
人
労
働
者
が
ず
っ
と
安
定
的
に
来
日
す

る
保
証
は
な
い
。

日
本
の
経
済
状
況
が
悪
化
し
た
り
、
人

材
送
り
出
し
国
と
日
本
と
が
外
交
衝
突
を

起
こ
し
た
り
す
れ
ば
、
一
斉
に
引
き
上
げ

て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

依
存
度
が
高
ま
っ
た
段
階
で
、
当
て
込

ん
だ
人
数
を
確
保
で
き
な
く
な
れ
ば
、
介

護
現
場
の
み
な
ら
ず
、
日
本
社
会
全
体
が

混
乱
に
陥
る
だ
ろ
う
。

大
規
模
に
受
け
入
れ
る
に
は
、
か
な
り

入
念
な
受
け
入
れ
態
勢
を
築
い
て
お
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
安
倍
政
権
の
対
応
は
「
受

け
入
れ
あ
り
き
」
で
、
態
勢
づ
く
り
は
決

定
的
に
遅
れ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

政
府
は
社
会
保
障
制
度
上
の
欠
陥
を
修

正
す
る
法
改
正
を
次
期
通
常
国
会
で
予
定

す
る
が
、
思
わ
ぬ
社
会
コ
ス
ト
増
で
、
よ

り
多
く
の
負
担
を
強
い
ら
れ
る
の
は
将
来

世
代
だ
。
急
い
で
は
事
を
し
損
じ
る
。
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会
保
障
に
思
わ
ぬ
影
響

拡
大
あ
り
き
の
外
国
人
受
け
入
れ
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本
年
10
月
⚑
日
か
ら
消
費
税
率
が
10

％
に
引
き
上
が
り
、
同
時
に
酒
を
除
く

飲
食
料
品
と
、
定
期
購
読
の
新
聞
に
⚘

％
の
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
改
め
て
、
消
費
税
導
入
か
ら

今
日
ま
で
の
議
論
を
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

消
費
税
が
導
入
さ
れ
た
の
は
平
成
元

年
（
⚑
⚙
⚘
⚙
年
）
⚔
月
な
の
で
、
平

成
と
い
う
時
代
は
消
費
税
と
と
も
に
始

ま
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

87
年
に
中
曽
根
総
理（
当
時
）が「
売

上
税
」
と
い
う
名
称
で
法
案
化
し
ま
し

た
が
、「
大
型
間
接
税
は
導
入
し
な
い
」

と
い
う
選
挙
公
約
違
反
で
は
な
い
か
と

野
党
が
反
対
し
、
廃
案
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
自
民
党
幹
事
長
だ
っ

た
竹
下
さ
ん
（
後
の
総
理
）
が
、
汗
を

か
い
て
野
党
を
説
得
し
、
衆
議
院
議
長

の
斡
旋
を
経
て
「
消
費
税
」
が
誕
生
し

ま
す
。

筆
者
は
、
竹
下
総
理
が
「
消
費
税
は

総
合
芸
術
だ
わ
な
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
る
の
を
聞
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
消
費
税
と
い
う

の
は
、
経
済
・
財
政
の
理
論
や
税
理
論

と
し
て
い
く
ら
正
し
く
て
も
、
国
民
が

納
得
し
な
け
れ
ば
導
入
は
で
き
な
い
、

さ
ら
に
国
会
で
法
律
を
通
過
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
た
め
に
は
周

到
な
野
党
へ
の
根
回
し
が
必
要
と
な
る
、

つ
ま
り
政
治
家
と
し
て
の
究
極
の
技
量

が
必
要
と
な
る
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
政
治
家
の
中
に
は
、「
増
税

は
政
治
家
に
と
っ
て
、
バ
バ
を
引
く
よ

う
な
も
の
」
と
い
う
方
も
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
ら
の
進
退
と
引
き
換
え
に
消

費
税
法
案
を
成
立
さ
せ
た
竹
下
総
理
が
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
後
最
も
優
れ

た
総
理
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
見
れ
ば
、
消
費
税
導
入
や
引
き
上
げ

の
決
断
と
い
う
の
は
、
政
治
家
に
と
っ

て
決
し
て
バ
バ
で
は
な
く
、
勲
章
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
後
橋
本
内
閣
で
の
⚕
％
へ
の
引

き
上
げ
を
経
て
、
小
泉
総
理
の
時
代
に

な
る
の
で
す
が
、
小
泉
さ
ん
は
「
消
費

税
は
私
の
在
任
中
上
げ
な
い
・
・
・
歳

出
削
減
を
ど
ん
ど
ん
切
り
詰
め
て
い
け

ば
、（
削
減
は
）
や
め
て
ほ
し
い
と
い
う

声
が
出
て
く
る
。
増
税
を
し
て
も
い
い

か
ら
必
要
な
施
策
を
や
っ
て
く
れ
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
く
る
ま
で
・
・
歳
出

削
減
を
徹
底
し
て
い
く
」と
、⚒
⚐
⚐
⚖

年
⚖
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
自
身
最
後

の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
発
言
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
小
泉
時
代
、
経
済
回
復
に

伴
い
財
政
は
増
税
を
し
な
く
て
も
そ
こ

そ
こ
回
復
し
ま
し
た
が
、
08
年
に
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
、
高
齢
化
も
一

層
進
行
し
て
い
る
た
め
、
社
会
保
障
費

の
削
減
も
い
よ
い
よ
限
界
に
近
付
い
て

来
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
政
権
交
代

し
た
民
主
党
（
当
時
）
の
下
で
、
税
・

社
会
保
障
一
体
改
革
の
議
論
が
行
わ
れ
、

10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
三
党
で
合
意
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
合
意
の
含
意
は
、
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
問
題
は
、
政
争
の

具
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

法
律
の
成
立
直
後
に
政
権
は
自
公
政

権
に
交
代
、
安
倍
政
権
下
で
⚒
⚐
⚑
⚔

年
⚔
月
か
ら
⚘
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

わ
け
で
す
が
、
駆
け
込
み
需
要
と
そ
の

反
動
も
あ
り
、
経
済
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
か
ら
、
10
％
へ
の
引
き
上

げ
は
⚒
度
延
期
さ
れ
、
平
成
の
次
の
時

代
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
す
。

す
で
に
わ
が
国
税
収
（
国
税
）
の
30

％
が
消
費
税
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
税
収
は
、
高
齢
化
の
進
行
の
下
で
、

医
療
・
介
護
・
年
金
の
財
源
と
な
り
、

さ
ら
に
は
全
世
代
型
消
費
税
と
い
う
こ

と
で
、
子
育
て
や
教
育
に
ま
で
使
途
を

拡
大
し
て
い
ま
す
。
曲
が
り
な
り
に
も

欧
州
諸
国
並
み
の
社
会
保
障
水
準
を
維

持
で
き
て
い
る
の
は
、
消
費
税
の
お
か

げ
と
い
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
で

し
ょ
う
。

消
費
税
は
、勤
労
の
成
果
で
あ
る「
所

得
」
に
課
税
す
る
の
で
は
な
く
、
欲
望

を
満
た
す
「
消
費
」
に
課
税
す
る
の
で
、

哲
学
的
に
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
の
が

欧
州
諸
国
の
考
え
方
で
す
。
ま
た
輸
出

の
際
に
は
、
現
地
で
課
税
さ
れ
、
わ
が

国
で
は
還
付
さ
れ
る
仕
向
け
地
課
税
制

度
な
の
で
、
国
際
競
争
力
を
弱
め
な
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
税
で
す
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
下
で
米
国
の
保
護

主
義
が
強
ま
っ
た
り
、
米
中
関
係
が
悪

化
す
る
な
ど
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
経

済
環
境
は
不
確
実
性
が
増
し
て
い
ま
す

が
、
短
期
的
な
消
費
税
の
需
要
減
に

し
っ
か
り
対
策
を
す
る
こ
と
で
、
消
費

税
10
％
を
実
現
し
、
全
世
代
型
社
会
保

障
を
実
行
に
移
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

13 2019 新年

消
費
増
税
に
対
処
す
る
年
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Ａ 名
義
預
金
は

「
贈
与
」
の
事
実
が
鍵
に
な
る

相
続
税
の
課
税
財
産
は
、

被
相
続
人
に
帰
属
す
る
財
産

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
の

で
、
原
則
と
し
て
、
相
続
時

の
被
相
続
人
名
義
の
財
産
に
よ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
よ
く
問
題
と
な
る
の

が
、
相
続
発
生
時
に
、
被
相
続
人
以
外
の
家

族
名
義
の
財
産
の
取
扱
い
で
す
。
そ
の
中
で

も
、
特
に
、
名
義
預
金
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

「
名
義
預
金
」
と
は
、
法
律
上
の
用
語
で
は

な
い
の
で
す
が
、
一
般
に
、
そ
の
預
金
が
、

形
式
的
に
は
被
相
続
人
以
外
の
者
（
家
族
）

の
名
義
で
あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
被
相
続
人

に
帰
属
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

に
、「
名
義
株
式
」
と
い
う
用
語
も
よ
く
つ
か

わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
名
義
預
金
に
つ
い
て
は
、
主

と
し
て
、
二
つ
の
形
態
に
区
分
で
き
ま
す
。

一
つ
は
、
被
相
続
人
が
、
生
前
、
自
ら
そ
の

預
貯
金
を
家
族
名
義
で
分
散
し
て
お
く
も
の

で
、
そ
の
預
金
通
帳
及
び
印
鑑
の
管
理
も
当

該
被
相
続
人
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
場
合
が

多
く
、
当
該
名
義
変
更
等
に
つ
い
て
当
事
者

間
に
お
い
て
贈
与
の
認
識
が
薄
い
場
合
が
多

い
も
の
で
す
。

二
つ
は
、
被
相
続
人
が
、
子
や
孫
に
対
す

る
贈
与
の
意
思
を
持
っ
て
、
子
や
孫
の
名
義

で
預
金
を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
、
当

該
家
族
の
間
で
贈
与
（
契
約
）
が
成
立
し
て

い
た
か
否
か
が
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

贈
与
の
根
拠
と
し
て
、
贈
与
契
約
（
書
）
の

有
無
、
贈
与
税
の
申
告
の
有
無
、
預
金
通
帳

及
び
印
鑑
の
管
理
状
態
等
が
問
題
に
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
名
義
預
金
が
相
続
財
産
に
該

当
す
る
か
否
か
は
、
裁
判
で
も
よ
く
争
わ
れ

ま
す
が
、
裁
判
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
観
点

か
ら
相
続
財
産
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判
断

し
て
い
ま
す
（
札
幌
地
裁
平
成
二
六
年
七
月

三
〇
日
判
決
）。

「
被
相
続
人
以
外
の
者
の
名
義
で
あ
る
財

産
が
相
続
開
始
時
に
お
い
て
被
相
続
人
に
帰

属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
否
か
は
、

当
該
財
産
又
は
そ
の
取
得
原
資
の
出
捐
者
、

当
該
財
産
の
管
理
及
び
運
用
の
状
況
、
当
該

財
産
か
ら
生
ず
る
利
益
の
帰
属
者
、
被
相
続

人
と
当
該
財
産
の
名
義
人
並
び
に
当
該
財
産

を
管
理
及
び
運
用
す
る
者
と
の
関
係
、
当
該

財
産
の
名
義
人
が
そ
の
名
義
を
有
す
る
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
等
を
総
合
考
慮
し
て
判
断
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

ご
質
問
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
税
務
調

査
の
際
、
そ
の
名
義
預
金
が
ど
の
よ
う
な
状

態
で
発
覚
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
名

義
預
金
が
ど
の
よ
う
な
事
情
（
贈
与
の
有
無

等
）
で
形
成
さ
れ
、
預
金
通
帳
・
印
鑑
等
が

ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
た
の
か
等
が
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ら
を
想
定

し
た
上
で
、
前
述
の
裁
判
所
の
考
え
方
に
基

づ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

も
し
、
被
相
続
人
が
単
独
で
孫
名
義
の
預

金
を
作
り
、
通
帳
・
印
鑑
等
を
管
理
し
て
い

て
、「
こ
の
預
金
は
孫
の
た
め
に
使
う
こ
と
」

等
の
被
相
続
人
の
メ
モ
が
あ
っ
た
こ
と
が
税

務
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
、「
贈
与
」
が

あ
っ
た
と
も
認
め
難
く
、
相
続
財
産
と
し
て

認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

他
方
、
被
相
続
人
が
、
生
前
か
ら
、
孫
に

対
し
て
所
定
の
金
員
を
贈
与
す
る
こ
と
を
約

し
、
例
え
ば
、
贈
与
税
の
非
課
税
限
度
の
年

一
一
〇
万
円
ず
つ
孫
名
義
の
預
金
と
し
、
そ

の
「
贈
与
」
を
孫
が
小
さ
け
れ
ば
そ
の
親
に

明
確
に
約
束
し
（
契
約
書
が
有
れ
ば
な
お
よ

い
）、
通
帳
及
び
印
鑑
も
そ
の
親
が
管
理
す

る
こ
と
に
し
、
被
相
続
人
の
支
配
か
ら
完
全

に
離
れ
て
い
る
よ
う
に
し
て
い
た
ら
、
名
義

預
金
と
し
て
相
続
財
産
と
認
定
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
人
に
よ
っ

て
は
、
年
一
一
一
万
円
ず
つ
贈
与
し
、
一
千

円
の
贈
与
税
を
払
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
）。

実
際
に
は
、
右
の
例
の
中
間
的
な
事
実
の

下
に
、
当
該
名
義
預
金
の
帰
属
が
争
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
結
局
、
前

述
の
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸

事
情
を
「
総
合
考
慮
」
し
て
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

2019 新年 14
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名
義
預
金
と
相
続
財
産

Ｑ
亡
父
に
係
わ
る
相
続
税
に
つ
い
て
税
務
調
査
を
受
け
、
父
が
生
前
三
人
の

孫
（
私
の
子
）
の
た
め
に
蓄
え
て
く
れ
た
孫
名
義
の
預
金
計
三
千
万
円
は
、

名
義
預
金
と
し
て
相
続
財
産
に
加
算
し
修
正
申
告
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し

た
。
孫
名
義
の
預
金
な
の
に
、
何
故
相
続
財
産
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

品川 芳宣
筑波大学名誉教授
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売
上
除
外
を
し
て
調
査
対
象
法
人
の
役
員

ら
の
各
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
金
員
は
、

事
後
に
役
員
か
ら
の
返
還
債
務
が
発
生
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
役
員
ら
が
現
実
に

取
得
し
て
い
る
限
り
、
役
員
ら
の
給
与
に
該

当
す
る
と
し
た
事
例
で
す
。

調
査
官

調
査
対
象
法
人
の
売
上
げ
の
対
価

で
あ
る
金
額
が
複
数
の
役
員
名
義
の
預
金
口

座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
で
す
か
。

担
当
者

役
員
ら
が
廃
棄
処
分
予
定
の
〇
〇

を
販
売
し
た
も
の
で
あ
り
、
役
員
ら
に
は
、

〇
〇
の
販
売
代
金
が
当
社
の
売
上
げ
に
な
る

と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

調
査
官

本
件
金
額
は
、
調
査
対
象
法
人
の

〇
〇
の
販
売
に
係
る
対
価
で
、
調
査
対
象
法

人
に
帰
属
す
べ
き
資
産
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
役
員
ら
が
管
理
し
て
生
活
口
座
等
と

し
て
自
由
に
利
用
し
、
各
事
業
年
度
の
貸
借

対
照
表
の
預
金
勘
定
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い

各
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
、
役
員
ら
が
任

意
に
処
分
で
き
る
状
態
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
本
件
金
額
は
、
役
員
ら
が
調
査
対

象
法
人
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
得
た
利
得
で

あ
り
、
各
預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
時
点

で
役
員
に
帰
属
し
た
と
言
え
、
そ
の
利
得
は

法
人
の
代
表
者
等
が
そ
の
地
位
及
び
権
限
に

対
し
て
受
け
た
給
与
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま

す
。法

律
的
に
も
、
法
人
の
代
表
者
等
が
法
人

経
営
の
実
権
を
掌
握
し
、
法
人
を
実
質
的
に

支
配
し
て
い
る
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
法

人
の
代
表
者
等
が
当
該
法
人
の
事
業
活
動
を

通
じ
て
得
た
利
得
は
、
給
与
支
出
の
外
形
を

有
し
な
い
利
得
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
法
人

の
資
産
か
ら
支
出
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
そ
の
利
得
は
、
法
人
の
代
表
者
等

が
そ
の
地
位
及
び
権
限
に
対
し
て
受
け
た
給

与
等
で
あ
る
と
解
さ
れ
ま
す
。

担
当
者

法
人
の
代
表
者
等
が
法
人
経
営
の

実
権
を
掌
握
し
、
法
人
を
実
質
的
に
支
配
し

て
い
る
と
言
う
証
拠
は
あ
る
の
で
す
か
。

調
査
官

役
員
ら
は
、
調
査
対
象
法
人
の
株

式
の
⚓
分
の
⚑
ず
つ
を
保
有
し
、
臨
時
株
主

総
会
議
事
録
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
役

員
ら
の
決
議
の
下
に
経
営
方
針
が
決
定
運
営

さ
れ
て
お
り
、
役
員
ら
が
法
人
経
営
の
実
権

を
掌
握
し
、
法
人
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
は

明
白
で
す
。

担
当
者

当
社
で
は
、
〇
〇
の
販
売
の
事
実

が
判
明
し
た
際
に
、
関
与
税
理
士
の
事
務
所

に
お
い
て
株
主
総
会
を
開
き
、
役
員
ら
の
〇

〇
の
売
上
げ
は
、
当
社
へ
返
金
す
る
旨
決
議

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、

各
金
額
は
当
社
の
意
思
決
定
の
下
に
役
員
ら

へ
支
給
さ
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
給
与
に
は
該
当
し
な
い
と
思
い

ま
す
。

調
査
官

し
か
し
、
所
得
税
法
で
は
、
納
税

者
の
認
識
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
く
ま
で
事
実

と
し
て
発
生
し
た
経
済
的
利
益
状
態
に
着
目

し
て
、
こ
れ
を
所
得
と
し
て
課
税
対
象
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
、
本
件
金
額
が
、
各
預
金
口

座
に
振
り
込
ま
れ
た
時
点
で
役
員
ら
に
対
す

る
給
与
に
該
当
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
役

員
ら
の
認
識
の
有
無
が
判
断
を
左
右
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
た
と
え
経
済
的
利
益
の
原
因
と

な
っ
た
事
柄
に
つ
き
、
事
後
に
返
還
債
務
が

発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
現
実
に
経
済

的
利
益
を
取
得
し
た
限
り
、
そ
の
時
点
で
給

与
に
該
当
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に

関
す
る
調
査
対
象
法
人
の
主
張
は
採
用
で
き

ま
せ
ん
。

後
日
、
こ
の
案
件
は
国
税
不
服
審
判
所
で

審
査
請
求
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
税
当
局
の

主
張
ど
お
り
の
裁
決
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

15 2019 新年

役
員
賞
与
支
払
の
事
実
の
認
定

イラスト 渡辺 正義
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行
政
、生
産
、消
費
な
ど
の
分
野

で
違
い
、見
解
の
一
致
は
困
難

日
本
人
は
全
世
代
に
わ
た
っ
て
野
菜
の

摂
取
量
が
少
な
い
、
と
厚
労
省
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
体
型
を
気
に
し

て
新
年
か
ら
野
菜
の
多
い
食
生
活
に
切
り

替
え
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
で
は
、

そ
の
野
菜
と
は
何
か
と
問
わ
れ
て
、
き
ち

ん
と
答
え
ら
れ
る
人
は
専
門
家
で
さ
え
皆

無
に
近
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

何
を
野
菜
と
す
る
か
は
国
に
よ
っ
て
も

異
な
り
、
欧
米
の
多
く
で
米
は
ベ
ジ
タ
ブ

ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
を
穀
物
と
す
る

日
本
で
は
、
野
菜
と
は
「
主
に
副
産
物
と

し
て
田
畑
で
栽
培
さ
れ
る
草そ
う

本ほ
ん

植
物
。
但

し
、
加
工
を
前
提
と
し
な
い
」
と
伝
承
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、「
稲

作
の
合
い
間
に
作
ら
れ
、
生
に
近
い
状
態

で
食
べ
ら
れ
て
、
一
年
で
茎
の
枯
れ
る
植

物
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

行
政
の
総
元
締
め
の
農
水
省
も
基
本
的

に
は
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
が
、
巷
間

で
は
「
野
菜
と
は
青あ
お

物も
の

」
が
一
般
的
で
し

た
。
し
か
し
、
青
く
な
い
作
物
の
生
産
農

家
は
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
背
中
の

青
い
魚
も
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
、
野

菜
と
は
何
か
の
議
論
は
絶
え
ず
、
八
百
屋

で
売
っ
て
い
る
物
を
野
菜
と
し
よ
う
、
と

い
う
妥
協
話
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
す
。

こ
の
ほ
か
園
芸
学
者
や
自
治
体
か
ら
の

異
論
が
あ
れ
ば
、
農
水
省
の
黙
認
も
あ
っ

て
、
市
場
で
の
扱
い
は
ば
ら
ば
ら
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
「
野
菜
に
定
義
は
な
い
」
と

認
識
し
合
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

争
論
の
多
い
果
物
、芋
類
、豆
類

さ
て
農
水
省
は
ど
こ
を
食
べ
る
か
で
決

め
る
「
需
要
部
位
別
分
類
法
」
で
数
あ
る

野
菜
を
振
り
分
け
て
い
ま
す
。
根
っ
こ
を

食
べ
る
ダ
イ
コ
ン
、ニ
ン
ジ
ン
な
ど
は「
根

菜
類
」、葉
や
茎
を
食
べ
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
は
「
葉
茎
菜
類
」、
実
の
部

分
を
食
べ
る
ナ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
は
「
果

菜
類
」
と
い
っ
た
案
配
で
す
。

そ
の
中
に
あ
る
「
果
実
的
野
菜
」
と
は
、

イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
な
ど
の
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
は
苗
を
植
え
て
⚑
年
で
収

穫
で
き
る
の
で
野
菜
と
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
作
る
側
も
食
べ
る
側
も
野
菜
と
思
う

人
は
ま
ず
い
な
い
で
し
ょ
う
。
果
物
と
は

木
に
な
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

需
要
の
多
い
芋
類
も
争
論
の
タ
ネ
で
す
。

農
水
省
は
根
菜
類
に
入
れ
て
い
ま
す
が
、

主
食
に
も
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
自
治
体
の
多
く
は
、
穀
物
と
す
る
か

芋
類
と
し
て
独
立
さ
せ
て
い
ま
す
。
消
費

者
が
野
菜
と
思
っ
て
い
る
の
は
サ
ト
イ
モ
、

ヤ
マ
イ
モ
ぐ
ら
い
の
よ
う
で
す
。

豆
類
の
大
豆
も
極
め
て
複
雑
で
す
。
成

長
し
て
間
も
な
い
エ
ダ
マ
メ
は
野
菜
と
さ

れ
、
乾
燥
・
保
存
さ
せ
る
と
穀
物
に
入
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
穀
物
の
大
豆

が
発
芽
し
て
で
き
る
マ
メ
モ
ヤ
シ
は
野
菜

に
戻
り
ま
す
。
蛋
白
質
が
多
く
て
〝
畑
の

肉
〟
と
も
呼
ば
れ
る
大
豆
は
納
豆
、
豆
腐
、

味
噌
、
醤
油
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た

加
工
食
品
の
王
様
で
も
あ
り
ま
す
。

緑
黄
色
野
菜
と
淡
色
野
菜
の
違
い
は
？

栄
養
価
が
高
い
と
評
判
の
緑
黄
色
野
菜

は
色
付
き
野
菜
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
は
色
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。「
可
食

部
⚑
⚐
⚐
㌘
中
に
カ
ロ
テ
ン
を
⚖
⚐
⚐

㍃
・
㌘
以
上
を
含
む
野
菜
」。
こ
れ
が
同

じ
省
庁
で
も
厚
労
省
の
定
め
た
規
定
で
す
。

カ
ロ
テ
ン
と
は
人
の
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
に
変
換
す
る
栄
養
素
で
、
以
前
は
カ
ロ

チ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
含
有
量
の

多
い
野
菜
の
上
位
三
傑
は
青
ジ
ソ
、
モ
ロ

ヘ
イ
ヤ
、
ニ
ン
ジ
ン
で
す
。
人
気
の
ピ
ー

マ
ン
、
ト
マ
ト
は
規
格
外
な
の
で
す
が
、

「
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
」
と
加
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た〝
目
こ
ぼ
し
組
〟

を
含
む
総
数
は
46
種
に
な
り
ま
す
。

こ
の
緑
黄
色
野
菜
か
ら
外
れ
た
の
が
淡

色
野
菜
で
す
。
ハ
ク
サ
イ
、
ダ
イ
コ
ン
が

代
表
格
で
す
が
、
色
の
濃
い
ナ
ス
、
キ
ュ

ウ
リ
も
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
重
要
な

の
は
、
淡
色
野
菜
に
は
食
物
繊
維
が
多
い

の
で
、
緑
黄
色
野
菜
よ
り
多
く
食
べ
る
よ

う
に
と
勧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
、
野
菜
と
は
何
か
と
同
じ
く
、

野
菜
は
何
種
類
あ
る
の
か
も
答
え
に
窮
す

る
難
題
で
す
。
日
本
の
原
種
は
約
⚑
⚕
⚐

種
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
次
々
と
品
種
改
良

さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
場
に
出
回
る
総
数

は
と
て
も
把
握
で
き
な
い
の
で
す
。

以
上
を
総
括
す
る
と
、
ど
の
野
菜
が
体

に
良
い
か
に
は
余
り
こ
だ
わ
ら
ず
、
な
る

べ
く
多
く
の
種
類
を
食
す
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
キ
ノ
コ
類
、
山
菜
は
番

外
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
ま
す
。

2019 新年 16

「
野
菜
の
定
義
と
は
」
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大
谷
克
弥

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
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災害に効く「火災保険」
でも、詐欺にはご用心！

ことしは、「火災保険」の保険料が、4年ぶりに平均約
5%値上げになると言われています。
火災は、起きている件数だけを見ると年々減ってきて
います。それなのになぜ、「火災保険」の保険料が値上が
りしているのかといえば、「火災保険」は、火災だけでな
く自然災害にも対応する保険だからです。
多くの「火災保険」は、火災だけではなく、落雷、ガス
爆発などの破裂・爆発、風災、ひょう災、雪災などに対応
しています（部分免除のケースも含みます）。また、補償
の対象に水災が付いている「火災保険」も少なくありま
せん。このため、火災の件数そのものは減っていても、
災害が増えているので支払い額は増加し、そのために保
険料が値上がりするのです。
しかも、この値上がりは2019 年にとどまりません。
なぜなら今年見込まれる値上げは、数年前に起きた自然
災害を対象としたもので、昨年の数々の大災害について
は保険料に加味されていないからです。
2018 年に起こった数々の大災害で支払われる保険金
が加味された来年以降の「火災保険」の保険料は、また
上がることが予想されます。それなら、負担が増えるで
あろう「火災保険」の保険料を安くするにはどうすれば
いいか。
「火災保険」は、最長10年までまとめ払いできます。
10年払いにすれば、約8.2 年分の保険料ですみます。
また、インターネットで、欲しい補償だけがつけられ
るという保険も出てきています。たとえば、ある損害保
険会社が出したインターネットで加入できる火災保険は、
火災、落雷、破裂・爆発だけはセットになっていますが、
風災、水災、水漏れなどの補償は、必要に応じて自分で
選んでセットすることができます。マンション住まいの
方が、床上浸水などの心配はないので水災補償は必要な
いけれど、もし上の階からの水漏れで建物等に損害を受
けた場合に備えて水漏れ補償はつけようとか、逆に一戸
建てなので水漏れ補償はいらないが、床上浸水には備え
たいなど、建物の状況に合わせて考えて選べます。選ぶ
ものが少ないと、そのぶん保険料も安くなります。

★「保険金で修繕詐欺」も年々増えている

「火災保険」の自然災害補償を逆手に取った「保険金で
修繕詐欺」が横行しています。なんと、10年で10倍近
くになっているそうです。
「火災保険」は前述の通り、自然災害も補償しているも
のが多いので、災害が起きると「保険金を使って、無料
で住宅の修繕ができます」というような電話の勧誘や家
への訪問が増えます。こうした業者の中に、詐欺師が紛
れ込んでいて、最終的には法外なお金を払わされるケー
スが跡を絶たないのだそうです。
手口は、まず災害などで被害を受けたお宅に電話や訪
問でコンタクトを取り、「火災保険に入っていれば、自己
負担なしで修理できますよ」と話を持ちかけます。保険
で無料の修繕ができるのならと家に入れると、内外を見
て回り「屋根もだいぶ古くなっていますから、これも台
風の被害にあったということで、保険で無料で直しても
らいましょう」と言い修繕箇所を増やし、後日、見積書
や図面を持参。そこで、修繕の請け負い契約をさせます。
さらに、保険金をたくさん出してもらえる請求をすると
言って「請求手続き代行契約」や「申請サポート契約」を
結ばせるのです。
ただ、台風で飛んだ瓦の修繕費は出ても、当然ですが
老朽化した屋根の修繕費などは保険では出ません。おか
しいなと思った家主が、工事するのをやめようとすると、
「契約までして、うちで工事しないなら違約金を払って
ください」と脅し、キャンセル料50％などという法外な
金額を請求してきます。運よく全部が台風による被害と
認められ、全額を保険で直せるケースもありますが、そ
の時には、馬鹿高い「請求手続き代行契約料」や「申請サ
ポート契約料」を要求してきます。
もし最初から、加入している「火災保険」の代理店に
電話していれば、こんな事件に巻き込まれずに済んだは
ず。けれど、被災し気落ちしていると、なかなかそこま
で気がまわらない。その心の空白を、詐欺師は突いてき
ますから、くれぐれもご用心！

17 2019 新年
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2019 新年 20

1 年頭寸言
2 私の経営哲学

株式会社 鐘崎
代表取締役社長 嘉藤 明美
言葉にして、共有すれば
目指すものが見えてくる

5 全法連ひろば
6 特集 新春スペシャルインタビュー

日本障がい者スポーツ協会 常務理事 髙橋 秀文氏
9 全法連ひろば

10 法人会リレーニュース
12 情報分析の目

13 税論
14 税務相談Ｑ＆Ａ
15 実践 税務調査
16 健康バンザイ
17 暮らし塾
18 老舗の肖像 株式会社 赤福

株式会社 加賀屋
20 ▶間違いさがし▶たいへん日和

▶ご意見・ご要望・ご感想は
〒 160 ─ 0002 東京都新宿区四谷坂町 5 ─ 6
公益財団法人 全国法人会総連合「ほうじん」係へ。

間
違
い
さ
が
し

⚒
枚
の
絵
に
は
、
間
違
い
が
⚗
か
所
あ
り
ま
す
。
頭
の
コ
リ
が

と
れ
る
か
な
？

答
え
は
こ
の
ペ
ー
ジ
の
下
に
あ
り
ま
す
。

間違いさがし答え①赤ちゃんのズボン②イノシシの口③湯気④釜蓋⑤餅⑥右上の杵⑦右端の人の髪型

法人会のTVCMを放送しています
現在、学生から経営者まで幅広く視聴されているビジネス

情報番組「賢者の選択 Leaders（BS12）」の中で 30 秒の法
人会 TVCMを放送しています。2019 年 3 月末まで、法人会
会員のコメントを交えながら、法人会の役割や活動内容を簡
潔にPRしていますので、是非ご注目ください。

放送予定 平成 31 年⚑月～⚓月 毎週月曜日 21：00～21：30



▲

公益財団法人

法人会は税のオピニオンリーダーとして国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体です

老舗の肖像　 
株式会社 赤福／株式会社 加賀屋

私の経営哲学̶第19回
仙台中法人会　株式会社 鐘崎

嘉藤 明美

全国大会鳥取大会
全国青年の集い岐阜大会

新春スペシャルインタビュー
日本障がい者スポーツ協会 常務理事 

髙橋秀文

謹
賀
新
年

◎上記商品の正式名称は次のとおりです。
　総合型V Rタイプ：大同生命の無配当年満期定期保険（無解約払戻金型）とAIG損保のベーシック傷害保険、
　総合型V Tタイプ：大同生命の無配当就業障がい保障保険（身体障がい者手帳連動・無解約払戻金型）
 もしくは無配当就業障がい保障保険（身体障がい者手帳連動型）とAIG損保のベーシック傷害保険、
　Jタイプ：無配当重大疾病保障保険（無解約払戻金型）、
　Mタイプ：無配当総合医療保険（保険料払込中無解約払戻金型）
◎ご検討・ご契約にあたっては、「設計書［契約概要］」「注意喚起情報」「ご契約のしおり」「約款」を必ずご覧ください。
◎記載は平成30年1月現在の内容です。将来変更となる可能性があります。 F-29-1003　（平成29年11月7日）

引受保険会社

本社 （大阪）〒550-0002
 大阪市西区江戸堀1丁目2番1号
 （東京）〒103-6031
 東京都中央区日本橋2丁目7番1号
 0120-789-501（通話料無料）
大同生命ホームページ https://www.daido-life.co.jp/

法人会会員のみなさまに

〈会社をお守りするトータル保障プラン〉

経営者大型総合保障制度
生命保険と損害保険の組み合わせにより、万一の場合はもちろん、
働けなくなった場合のリスクに備えるための各種制度商品をご用意しています。

〒105-8602 東京都港区虎ノ門4丁目3番20号
TEL 03-6848-8500
AIGホームページ http://www.aig.co.jp/sonpo

重大疾病による
長期離職の

リスクに対する保険

Jタイプ

お亡くなりになる
リスクに対する保険

総合型
Rタイプ

V

重度の身体障がい
状態による退職の
リスクに対する保険

総合型
Tタイプ

V

ケガ・病気による
一時的な離職の
リスクに対する保険

Mタイプ

今
後
と
も「
法
人
会
の
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
」の

普
及
推
進
を
通
じ
、会
員
企
業
の
持
続
的
な
発
展
を

し
っ
か
り
と
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ほ
う
じ
ん
新
年
号 

（
第
七
十
巻
新
年
号
）

Ⓒ
禁
無
断
転
載

平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
発
行（
季
刊 

一
、四
、七
、十
一
月
の
一
日
発
行
）

第
七
十
巻

　新
年
号（
通
巻
第
七
〇
三
号
）
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